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ああななたたららししいい生生きき方方をを探探そそうう!!  

関関東東シシニニアアラライイフフアアドドババイイザザーー協協会会  

特特集集 高高齢齢者者のの住住ままいいをを考考ええるる  
        ～～高高齢齢者者ににととっってて居居心心地地のの良良いい住住ままいいととはは？？～～  

・・多多様様化化すするる高高齢齢者者のの住住ままいい  

・・  いつまでも自宅に住み続けるために  

・・「「高齢者専用住宅」の実態は？  
・・  有有料料老老人人ホホーームムをを選選ぶぶととききののああななたたのの不不安安はは何何でですすかか？？  
・ 高齢者の住まいの情報入手先一覧 

個個人人活活動動紹紹介介  

ビビババシシニニアア講講座座 愛犬と一緒に地域デビュー 

介介護護のの現現場場かからら  良い施設の選び方  

耳耳寄寄りり情情報報＜＜シシニニアアのの必必需需品品・・メメガガネネをを考考ええるる＞＞  
 



 

 

 

 

★一人になっても自宅に住み続けたい 

 退職直後の元気な時は、「田舎でのんびり暮

らす」、「海外ロングスティしたい」、「都会の

高層マンションで便利に暮らす」などいろい

ろな生き方を実現する住まい選びがあります。 

 一方で、住み慣れた自宅にいつまでも住み

続けたいと多くの人が思っていますが、配偶

者に先立たれた時や、広い一戸建ての手入れ

が面倒になるなど、日常生活での不安材料が

増えてきたら、高齢期の「終の住まい」を早

めに考慮することは大切なことです。 

今回の特集は高齢者の住まい選びの問題や

注意点を知って、自分らしく過ごせる居場所

をどのように選んだらよいかを考えました。 

★有料老人ホームの選択は多種多彩 

 まだまだ元気な７０歳代の夫婦が、将来を

案じて有料老人ホームに入居しました。自然

豊かな海の見えるリゾートマンションのよう

な建物です。プール、図書館、陶芸室、カラ

オケルーム・・と魅力的な設備満載でした。 

食事はレストランでフランス料理か和定食。

医師も常駐していて、健康診断もしてくれま

す。さらにケアが必要になったら介護棟に自

動的に移されて手厚い介護が受けられます。         

夫婦はそこで毎日楽しく遊んで暮らしていま

したが、なぜかむなしさを感じてきたのです。 

次第に「生きているという実感がない」、「誰

かの役に立ちたい」という思いが強くなり、

「楽をするばかりが老後の生き方ではない」

と気がついたのです。しかし、高い入居金を

払っているので簡単に住み替えることもでき

ず困ったと友人に相談してきました。 

老人ホームの選択と入居の時期は本当に難

しいと言われています。病気や認知症などで

ケアが必要になって入居する場合と、元気な

時の入居では条件が違うのです。有料老人ホ

ームにもいろいろな種類があることをよく知

って、後悔しない選択をしたいものです。 

 

 

 

 

★地域の仲間と離れたくない 

 長年住んでいる自宅には地域コミュニティ

とのつながりがあります。隣近所、趣味の仲

間、商店街、病院や診療所にもなじみがある

ので、できれば離れたくないと思っている人

も多いようです。そんな人が高齢になって老

人ホームの入居を考えるときの選択肢として、

近隣のホームを選ぶことは大事なことです。 

高齢者には「環境が変わることは不安感を

増して良くない」といわれています。自宅の

近くなら地域の友人も訪ねてくれるし、病院

も今まで通りで本当に安心です。 

★近隣のネットワークを利用しよう 

 どこに住んでも地域で生き生きと過ごすた

めに、定期的に参加できる「お楽しみ会」や

「交流サロン」、「体操教室」などには積極的

に参加しましょう。社会性を持ち続けていろ

いろな人と交流すると、地域の情報を知るこ

とができ、相談にも乗ってもらえます。高齢

者を支えてくれる「地域の便利なネットワー

ク」を利用して自立して生活したいものです。 

★物を整理をして身辺を身軽に 

 家の中に使わないものがあふれていること

があります。老人ホームに入居するときも、

その他の施設に入るとしても、最小限の家財

しか持ち込めません。いらないものは少しず

つ整理して、住み替えに備えて身も心も身軽

になっておくことが大事です。 

元気なうちに家族や友人に思い出の品物をも

らってもらうことも一案でしょう。 

 

特集 高齢期の住まいを考える 

高齢者にとって居心地の良い住まいとは？ 
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 高齢者向けの住宅や施設には、さまざまな

種類があります。利用者（入居者）の健康状

態、ライフスタイル、将来設計、住まいに求

める条件、経済状態等々で住まい選びの基準

は大きく異なります。 

 まず、どのような住まいがあるのか、その

おもな種類を整理してみましょう。求める条

件に合う住まいを選択、さらに詳細を検討す

る手がかりにしてください。 

＜高齢者住宅＞ 

高齢者マンション 

 入居時は元気で自立していることが条件で

す。食事や日常サービスを提供するところ

が多く、介護スタッフが常駐している場合

もあります。介護が必要になれば、介護専

門棟に移る契約ができるなど形態も様々で

す。介護予防のための設備などもあります。 

高齢者専用賃貸住宅（４ページ参照） 

  高齢者の入居を拒否しない賃貸住宅。中で

も高齢者向け優良賃貸住宅は注目されます。 

 シルバーハウジング 

地方自治体などの賃貸住宅で、バリアフリ

ーや生活援助員（LSA）による緊急時対応

サービスなどを提供する公的住宅です。 

シニア住宅 

 高齢者が安心して住み続けられる住宅とし

て、一定の基準を満たす物件を高齢者住宅

財団が認定したものです。緊急対応、安否

確認、生活・健康相談サービスがあります。 

コレクティブハウジング 

 高齢者だけの生活ではなく、子育て中の若

い家族や軽度障害者など協働意識を持った

人たちが、一緒に食事や趣味を楽しむ共同

住宅です。相互扶助の精神が重視されます。 

グループリビング 

 自宅に近い環境で、入居者同士が協力しあ

い、自立した生活をすることを目的にして

います。共同生活ができる要支援者や軽度

の要介護者向けの住宅です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜介護施設＞ 

特別養護老人ホーム（特養） 

 多くは、社会福祉法人が運営する公的な施  

 設で比較的安価に利用できます。新たに建

設する特養はすべて個室（ユニット型）で、

従来型より割高となります。入居を待つ待

機者が多いのが難点です。 

老人保健施設 

 在宅復帰のためのリハビリを主目的とする、 

 病院と自宅をつなぐ中間施設です。原則３

か月の入居制限があり、その間に在宅や老

人ホームの入居準備をすることになります。 

グループホーム 

認知症高齢者を対象として家庭的な雰囲気

の中で、専門スタッフの介護を受けながら 

共同で生活します。入居者が持っている機

能や能力を引き出して少しでも症状の進行

を抑えることを目的としています。 

その他施設 

 収入の少ない人向けの軽費老人ホームや養

護老人ホーム、今注目のケアハウスもあり

内容は多種多様です。 

有料老人ホーム （５ページ参照） 

 入居一時金はゼロからかなり高額な物件ま

で、利用料金は月額約 15 万円～30 万円

（管理費、家賃、食費など）、これに介護サ

ービス 1 割負担、日常生活費などが加わり

ます。終身利用権方式、賃貸方式など施設

によって異なり、下記の 3 類型があります。 

 （介護付）ホーム職員の介護サービス付。 

 （住宅型）必要になれば介護保険の訪問サ

ービスを利用。 

 （健康型）健康で自立した人が中心。 

�v�®�„ �´�æ�W�k�• �É�ð �Ù�Ÿ�>
��


